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１．はじめに




















えば環境省は「国連 ESD の 10 年モデル事業」を実
施しており、「地域に根ざした ESD の「内容」と、教
育活動を継続的に行う「しくみ」のモデルを示すこ
とを目指し」て、2006 ～ 2007 年度に 14 の地域を












ところで 2005 年に発表された DESD の国際実施計




























































































































た。1992 年 3 月には、この「台所と農業をつなぐな
がい計画調査委員会」の答申書が出される。名称とし
ての「レインボウプラン」という計画が出てくるのは
この答申書である。1992 年 11 月には、長井市役所
の中に「レインボープラン係」が設置される。そして




















































































































1987）、事実、長井市の人口は 1965 年に 34,024 人
であったのが、1975 年には 33,023 人、1985 年に












































































































































































































































































１）環境省国連 ESD の 10 年モデル事業ウェブサイト
[http://www.env.go.jp/policy/edu/esd/outline/
index.html]（2010 年 10 月 5 日アクセス）。
２）認定 NPO 法人「持続可能な開発のための教育
の 10 年 」 推 進 会 議（ESD-J） の ウ ェ ブ サ イ ト 





（2010 年 10 月 5 日アクセス）。
４）筆者はこれまで、2009 年 6 月 19 日、同年 9 月
11 ～ 15 日、同年 12 月 18 日、2010 年７月 16
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